
平成 25年度事業計画書 
はじめに 
 

平成 23年度に第二次食育推進 5カ年計画が策定され、現在進行中であります。その中に

「子どものころに身に付いた食習慣を大人になって改めることは困難であり、子どものう

ちに健全な食生活を確立することは、成長段階にある子どもが、必要な栄養を摂取し健や

かな体を作り、生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性をはぐくんでいく基礎と

なる」と指摘されています。 

 

当協会の運営理念である「学校給食を通して児童・生徒の心身の健康に資する」ことは

本計画の意図とも合致しており、この運営理念の実現に向けて本年度は当協会の活動を現

状のニーズに照準を合わせ、「子どもたちの心身の健康に寄与し、数値に反映できるような

活動」を展開することにより、当協会の知名度・認知度向上に繋げてまいりたいと考えて

います。 

学校給食に直接携わっている栄養教諭・学校栄養職員の最良のサポーターとして活動す

るとともに、日本の学校給食が児童・生徒のこころとからだの健康及び生きる力の養成に

如何に貢献しているかを学校給食関係者は元よりそれ以外の人々にも広く認知されるよう

発信力を高め、公益活動を充実させてまいります。 

 

これらの趣旨・目的を達成するための具体的な活動は以下の通りです。 

 

 

公１ 食育推進事業 
 

 

Ⅰ．食育の推進に関する活動 
 

１．普及活動 
 

栄養教諭・学校栄養職員に調理研究情報を提供すると共に、調理技術の向上と併せて  

調理理論・栄養理論の習得を図る目的で、（公社）全国学校栄養士協議会の協力のもと

全国において調理講習会を開催します。また、学校給食の持つ教育的意義と家庭にお

ける正しい食生活のあり方を啓発するため、栄養教諭・学校栄養職員の指導のもと親

子および地域住民等を対象とした料理教室を開催します。 

 

１）調理講習会 

   全国各都道府県の栄養教諭・学校栄養職員を対象に学校給食用優良食品を使った献立 

   の開発および調理技術の向上を目的に年間 26都道府県において開催します。 

尚、開催県の選定に当たっては（公社）全国学校栄養士協議会の協力を得て決定し

ます。 

 

２）親子料理教室 

親と子、或いは地域住民を対象に家庭における正しい食生活のあり方を啓発する目的 

で地域社会に密着した親子料理教室を全国 28都道府県（1県あたり 3ヶ所以上）で 

開催します。開催県の選定については、調理講習会と同様（公社）全国学校栄養士協

議会と相談の上、決定します。開催に当たっては教育委員会・PTA・（公財）都道府県

学校給食会等の協力を得て栄養教諭・学校栄養職員の指導のもとに実施します。 

   併せ、当協会の知名度向上に繋がるよう開催方法を工夫します。 



３）講師の派遣及び紹介 

全国の栄養教諭・学校栄養職員が開催する調理講習会、研修会や給食現場への衛生管 

理の指導等への講師派遣並びに紹介に対応します。 

 

 ４）紙芝居の制作について 

  平成 24年度より着手した復刻改訂版の紙芝居を完成させ、食育の推進に役立てます。 

 

２．広報活動 

 

学校給食の現況及び各種調査研究結果等を開示し学校給食の向上・発展を目的として

次の事項について実施します。 

 

１）機関情報紙「すこやか情報便」の発行 

全国都道府県・市町村教育委員会、栄養教諭・学校栄養職員、栄養士養成大学をはじ

め学校給食関係者および学校給食関係者以外の人々へもタイムリー且つニーズにあっ

た情報を発信すると共に、学校給食を支えている関係者の役割なり貢献が広く地域社

会に認知されることを目的として、年 2回発行します。 

 

２）ホームページの更新、充実 

常時ホームページの更新に努め、レシピ内容を共有できる仕組み作りを検討します。 

 

３）学校給食用優良食品・学校給食用脱脂粉乳の普及拡大 

機関情報紙、ホームページおよび調理講習会や脱脂粉乳事業推進委員会等の機会を通

じて、当該製品の一層の普及を図り、使用拡大に努めます。 

 

４）ニュースレターの拡充 

今年度も引き続き「改善協会ニュースレター」として年 10 回、全国約 300 名（含む、

法人）の学校給食関係者および学校給食関係者以外の人々に対し、協会内で吟味した

学校給食や食育に関する情報を提供します。 

 

５）全国で開催される学校給食関連大会（含む、都道府県学校給食会商品展示会）等に

参画し、第 5 回募集の絵画入賞作品を展示すると共に入賞作品集・機関情報紙等を配

布し、併せ、学校給食用優良食品も展示・紹介する事により食育の普及に努めます。 

 

【平成 25年度の代表的な全国大会開催予定】 

第 8回食育推進全国大会（6月 22～23日 於：広島県広島市） 

第 54回全国栄養教諭・学校栄養職員研究大会（7月 31日～8月 1日 於：奈良県） 

フードシステムソリューション２０１３（9月 25～27日 於：東京ビッグサイト） 

第 64回全国学校給食研究協議大会（10月 31日～11月 1日 於：三重県津市） 

平成 25年度文部科学省主催学校給食週間行事への参加 

 

 

Ⅱ．学校給食事業に関する助成 
 

１．公募による助成 
 

学校給食の充実および児童・生徒の食育に資する研究に対する助成事業を実施します。 

尚、助成金交付先の選定については助成金交付規定に基づき決定します。本事業を

実施する事により当財団の知名度向上に繋げます。 



２．学校給食団体への助成 
 

学校給食事業の向上・発展に寄与している次の団体に対し、事業運営のための費用助

成を行います。 

 

１）（公社）全国学校栄養士協議会 

 

２）日本学校調理師会 

 

 

Ⅲ．学校給食の状況に関する調査研究等の活動 

 

１．中学校における給食実施率の向上を図るための現状実態調査 
  

全国の中学校給食の現状について情報を収集し、ホームページ等を通じて結果を公表し 

中学校における給食実施率の向上に繋げます。 

 

２．給食関係者等との連携強化 
 

平成 24 年度に続き、（公社）全国学校栄養士協議会の協力を得て品質等調査研究員（モ

ニター）による全学栄関連製品の評価及び流通実態調査を継続実施します。 

必要に応じ、メーカーにフィードバックする事により製品の改良並びに新製品の開発等

に役立てます。 

 

３．海外視察研修 
 

 海外の学校給食実施状況を視察および情報を収集し、国内学校給食制度の充実を側面か

ら支援します。 

  

４．学校給食・学校における食育に関する絵画募集 
  

絵画募集は隔年で実施しており、本年度は開催年に当たりません。 

次回の企画に備え本年度は特別協賛いただく企業や団体の募集を計画的に進めます。 

 

 

Ⅳ．給食物資に関する調査研究並びに供給 
 

１．優良食品開発研究 
 

平成 24 年度から取り組んでいます（公社）全国学校栄養士協議会との共同事業である

「災害時の学校給食用緊急支援製品の開発」を継続実施します。また、完成後は本製品

が広く活用される仕組みを検討します。 

 

２．全学栄製品・全学栄すいせん製品の認定業務 
  

（公社）全国学校栄養士協議会より委嘱された全学栄関連製品の製造工程視察および衛

生管理・品質管理の指導等の認定業務を代行します。 



 

３．学校給食用脱脂粉乳供給事業 

  
学校給食用優良食品として児童・生徒の健康と成長に大きく寄与している安全で、安心

な脱脂粉乳を昨年に引き続き関税無税の措置を受けてオセアニアより輸入し、各都府県

の給食会を通じて安定供給に努めてまいります。併せ、調理講習会等を通じて需要の拡

大に努めます。 

 

４．その他関連団体との協業 
 

文部科学省、（公社）全国学校栄養士協議会、（独）日本スポーツ振興センター、全国学

校給食会連合会、（公財）都道府県学校給食会、日本学校調理師会、その他関連団体と必

要に応じて学校給食に係わる事業を推進します。 

 

 また、（社）日本酪農乳業協会と接触を図り、公立高校におけるミルク給食の実施に向け 

た情報収集を行い、知見を深めます。 

 

 

Ⅴ．その他目的を達成するために必要な事業 
 

１．‘学校給食普及改善委員会’の開催 

 
本年も学校給食現場で従事する方々と生の意見や最新情報などを交換する事により、当

協会の公益活動を一層充実させます。尚、任期は平成 25 年 7 月 1 日より平成 27 年 3 月

31 日までの 2年間とし、新たにメンバーを選定します。 

 

２．寄附募集の拡充 

  
公益法人への移行に伴い当財団は寄附を受やすい環境が整いました。 

これにより法人・個人を問わず当財団の運営理念の周知に努め寄附の更なる拡充により

財政基盤の充実を図ります。 

 

 

公２ 国産食肉需要構造改善対策事業 
 

本年度は（独）農畜産業振興機構の公募を見送ることとします。 


